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昭和35年 2月 1日発行幸良広市
和
三
十
三
年
度
九
千
万
円
、
三

十
四
年
度
一
億
二
千
万
円
が
投

ぜ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
布
施
川
橋
(
五

O
米
〉

片
貝
大
橋
(
二
三
五
米
〉
早
月

大
橋
(
三

O
七
米
)
と
道
路
の

舗
装
も
三
十
七
年
度
ま
で
に
完

成
す
る
計
画
が
た
て
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

ー
国
道
八
号
線
の
完
成
に
よ
っ

て
魚
津
l
富
山
間
(
二
十
キ
ロ
)

を
二
十
分
あ
ま
り
で
行
く
こ
と

が
で
き
、
輸
送
力
を
増
す
上
に

重
大
な
役
割
を
果
す
こ
と
と
な

り
、
一
日
も
早
く
開
通
が
の
ぞ

ま
れ
て
い
ま
す
。

津魚(附問9月13日)
第三種郵便物認可(1) 

と角川橋ができる道路4.5キロ

交
通
量
の
激
噌
と
自
動
車
の
大
却
化
に
と
も

な
っ
て
道
路
網
の
務
怖
が
の
ぞ
ま
れ
、
こ
の
た

め
県
内
で
は
国
道
八
号
線
の
完
成
が
い
そ
が
れ

て
い
ま
す。

乙
の
国
道
は
、
石
動
町
か
ら
朝
日
町
に
抜
け

る
お
よ
そ
九
十
数
キ
ロ
に
お
よ
ぶ
道
路
で
、

民〈

西
方
面
は
大
体
で
き
て
い
ま
す
が
、

同〈
京
万
面

だ
け
が
残
さ
れ
て
い
る
現
況
で
す
。
こ
れ
を
昭

和
三
十
三
年
か
ら
五
ヶ
年
計
画
で
完
成
す
る
運

び
と
な
っ
て
お
り
、
魚
津
市
内
は
そ
の
ト
ッ
プ

を
切
っ
て
一
昨
年
か
ら
建
設
省
北
陸
地
方
建
設

局
黒
部
工
事
事
務
所
で
工
事
が
す
す
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

市
内
を
横
断
す
る
道
路
延
長
は
六

・
五
キ
ロ

で
、
乙
の
春
ま
で
に
は
早
月
川
か
ら
江
口
地
内

ま
で
や
く
四
、
五

O
O米
の
道
路
と
角
川
橋
(
三

四
米
.)
が
で
き
あ
が
り
、
残
る
部
分
、
江
口
か

ら
布
施
川
ま
で
や
く
二
、

0
0
0
米
が
来
年
度

か
ら
着
工
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
工
事
費
は
昭
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小浜印刷所

口動態
1旦時数 9.304世帯

人口 46.697人
出 生 59人

死 亡 27人
婚姻 44件
離婚 4件
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以
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員
選
挙
以

×
士
一
月
十
三
日
に
××××

土
地
区
間
盤
別
審
議
会
委
員
の
任
期

(
三
年〉

は
、
一

月
二
十
日
で
満
了
に

な
り
ま
し
た
の
で
三
月
十
三
日
に
選
挙

が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
審
議
会
は、

土
地
区
画
整
理
事

業
区
域
内
の
換
地
計
画
や
仮
換
地
を
指

定
す
る
と
き
、
減
価
補
償
金
の
交
付
、

保
留
地
を
定
め
る
場
合
な
ど
に
つ
い
て

市
長
の
諮
問
に
応
ず
る
皆
さ
ん
の
代
表

機
関
で
す
D

審
議
会
委
員
の
定
数
は
一
五
名
で
、

う
ち
二
人
は
市
長
が
学
識
経
験
を
有
す

る
者
の
中
か
ら
選
任
し
ま
す
か
ら
選
挙

す
べ
き
委
員
は
十
三
名
と
な
り
ま
す
。

(
事
業
区
域
内
の
宅
地
所
有
者
お
よ
び

借
地
権
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
挙
す
る
の

で
委
員
数
は
二
月
二
十
，一
日
決
定
し
、

公
告
し
ま
す
〉

ま
た
予
備
委
員
六
名
が
、
委
員
に
当

選
し
な
か
っ
た
候
補
者
の
う
ち
、
法
定

得
票
数
を
得
た
も
の
か
ら
選
ば
れ
、

委

員
に
欠
員
を
生
じ
た
場
合
は
得
票
数
の

多
い
も
の
か
ら
順
次
補
充
さ
れ
ま
す
。

(
宅
地
の
所
有
者
お
よ
び
借
地
権
者
か

ら
選
ば
れ
る
委
員
数
は
二
月
二
十
一
日

に
決
定
公
告
し
ま
す
。
)

こ
の
選
挙
に
用
い
る
名
簿
は
一
月
二

十
八
日
現
在
で
つ
く
ら
れ
ま
し
た
が
、

こ
の
日
現
在
の
事

業
区
域
内
の
宅
地

(
土
地
)
に
つ
い
て
所
有
権
ま
た
は
借

地
権
を
有
し
て
い
る
人
が
選
挙
人
、
被

選
挙
人
と
な
り
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
お
よ
び
異
議
申

立
は
二
月
=
日
か
ら
+
五
日
ま
で

乙
の
期
間
中
、
市
役
所
区
繭
披
型
諜

片
貝
川
沿
岸
用
水
土
地
改
良
区

の
総
代
の
総
選
挙

二
月
二
十
六
日
(
金
)
に
片
貝
川
沿

岸
用
水
土
地
改
良
区
の
総
代
の
任
期
満

了
に
よ
る
総
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

乙
の
選
挙
は
四
年
目
ご
と
に
行
わ
れ

る
も
の
で
、
そ
の
主
な
事
務
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

。
選
挙
の
期
日
告
示
二
月
六
日

O
立
候
補
の
届
出
期
間

二
月
六
日
か
ら
十
六
日
ま
で

O
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
期
日

二
月
十
一
日
か
ら
十
五
日
ま
で

O
投
.
製
日
二
月
二
十
六
日

選
挙
区
ご
と
の
総
代
の
数
は
次
の
と

お
り
【
】
は
投
票
所

。
第
一
区
選
挙
区

【
下
野
方
公
民
館
】

元
魚
津
町
(
角
川
以
北

)
H
一
人

元
下
野
方
村
H
八
人

。
第
二
区
選
挙
区

【
上
野
方
小
学
校
】

元
下
中
島
村
(
宮
津
部
落
〉

H

一

で
名
簿
の
縦
覧
を
し
て
お
り
ま
す
。

ム
名
符
に
記
載
も
れ
や
誤
り
が
あ
る
場

合
は
市
長
宛
に
文
書
を
も
っ
て
異
議

の
申
し
兄
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ム
名
簿
作
成
期
日
ハ

一
月
二
十
八
日
〉

ま
で
に
売
買
等
を
行
い
、

控
記
名
儀

人
と
所
有
者
が

変

っ
て
い
る
場
合

は、

売
買
を
証
す
る
書
類
を
乙
の
期

間
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ム
所
有
者
、
借
地
権
者
死
亡
の
場
合
は

共
同
相
続
者
の
代
表
者
選
任
届
を
出

し
て
く
だ
さ
い
。
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噴
水
塔
ゃ
っ
つ
じ
七
百
本
も

宮
津
霊
園
小
公
園

宮
津
霊
園
は
昨
年
夏
ま
で
に
区
画
整

理
に
と
も
の
う
墓
碑
お
よ
そ
一
、

0
0

0
基
を
移
転
収
容
し
ま
し
た
が
、
そ
の

後
、
参
け
い
者
の
憩
い
の
場
と
な
る
小

公
園
を
霊
園
の
入
口
附
近
に
つ
く
っ
て

い
ま
し
た
と
乙
ろ
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し

ま
し
た
。
工
事
費
は
や
く
二
百
四
十
万

円
で
、
噴
水
塔
、
休
け
い
所
、
ふ
じ
棚

散
歩
道
、
ベ
ン
チ
が
と
り
つ
け
ら
れ
、

ま
た
、
つ
つ
じ
七
百
本
も
植
え
ら
れ
、

参
け
い
者
の
日
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

こ
の
宮
津
霊
園
は
、
附
和
三
十
二
年

度
か
ら
継
続
し
て
二
千
六
百
万
円
の
事

業
費
で
お
と
な
わ
れ
、
こ
れ
で
当
初
計

画
は
一
応
完
了
し
ま
し
た
が
、
ひ
き
つ

づ
き
三
十
五
年
度
は
や
く
三
千
三
百
平

人元
上
野
方
村
H
八
人

。
第
三
区
選
挙
区

【加
積
小
学
校
〕

元
加
積
村
H
九
人

。
第
四
区
選
挙
区

【
片
貝
連
絡
所
】

元
片
貝
谷
村
リ
八
人

。
第
五
区
選
挙
区

【
道
下
公
民
館
】

元
道
下
村
H
八
人

。
第
六
区
選
挙
区

【
経
旧
連
絡
所
】

元
住
経
団
村
日
八
人

。
第
七
区
選
挙
区

【
天
神
連
絡
所
】

元
天
神
村
日
八
人

元
西
布
施
村
(
蛇
田
部
落
〉

H

一

人

完
成

れ( す基 方
た写。を米
小真増の
公、 や土
園跳 す地
)め計の
の画買
ょが収
いたと
台て
地ら墓
にれ碑
って五
くいO
らまO

引
揚
者
給
付
金
の
請
求

三
月
三
十
一
日
ま
で
に

引
揚
者
給
付
金
の
請
求
は
、
三
月
三

十
一
日
で
請
求
時
効
と
な
る
の
で
、
引

揚
者
の
方
で
未
請
求
の
方
は
、
至
急
、

市
福
祉
事
務
所
で
請
求
手
続
を
と
っ
て

く
だ
さ
い
。

奥
地
資
源
の
開
発
に
一
役

林

道

虎

谷

線

で

き

る

hfur一
定
ヒ
ミ
官

「

E
、二-Y
7
f
1
，A
2
A午
日

建
設
に
ご
協
力
を

産
業
文
化
会
館
建
設
に
つ
い
て
は
、

建
設
委
員
会
か
ら
前
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、

会
舘
の
使
命
を
充
分
巣
す

た
め
、
建
築
設
計
な
ど
は
専
門
家
に
依

頼
し
検
討
中
で
す
。

す
な
わ
ち
市
の
産
業
、
文
化
発
展
の

た
め
、
市
民
全
部
が
活
用
ね
が
え
る
有

効
適
切
な
施
設
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
い
ず
れ
役
員
会
、
総
会
に
諮
り

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
お
知
ら
せ
し

ま
す
。こ

れ
を
つ
く
る
た
め
に
は
多
額
の
費

用
が
要
り
ま
す
が
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
と
賛
同
を
願
っ
て
ぜ
ひ
立
派
な

会
館
を
完
成
し
た
い
も
の
で
す
。

海
技
免
状
の
引
換

該
当
者
は
申
請
手
続
を

次
の
海
技
免
状
は
引
換
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で
該
当
者
は
申
請
手
続

を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

。
旧
海
技
免
状
〈
昭
和
二
十
六
年
十
月

十
四
日
以
前
に
交
付
さ
れ
た
海
技
免

状
で
、
例
え
ば
治
市
乙
二
、
小
型
乙

二
小
型
丙
巡
、

沿
岸
発
三
機
な
ど
)

の
所
有
者
は
、

三
月
三
十

一
日
ま
で

引
換
申
請
し
な
け
れ
ば
、
以
後
無
効

と
な
り
ま
す
。

。
昭
和
二
十
六
年
十
月
十
五
日
以
後
に

交
付
さ
れ
た
旧
海
技
免
状
は、

昭
和

三
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
は
新

海
技
免
状
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
こ
と
し
の
四
月
一
日
か
ら
昭
和

三
十
九
年
三
月
末
ま
で
に
引
換
申
請

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

た
だ
し
有
効
期
間
の
記
載
の
あ
る
旧

海
技
免
状
所
有
者
に
あ
っ
て
は
有
効

期
間
の
切
れ
た
以
後
は
、
引
換
申
請

納
税
説
明
書
ま
た
は
所
得
説
明
書
に

と

。

つ
い
て
は
、
従
来
燃
料
で
発
行
し
て
い
乙
の
証
明
に
要
す
る
手
数
料
は
、
原

ま
し
た
が
、
新
し
い
国
税
徴
収
法
の
実
則
と
し
て
請
求
す
る
証
明
書

一
枚
ご
と

胞
に
よ
っ
て
、
次
の
証
明
書
を
も
ら
う
に
三

O
円
で
あ
る
が
、
証
明
を
受
け
よ

場
合
は
、
一
月

一
日
か
ら
手
数
料
を
納
う
と
す
る
国
税
の
年
度
が
、
二
以
上
の

め

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

と

き

は

一

年

度

ご

と
に
三

O
円
ず
つ

(

な
お
、
乙
の
証
明
が
受
け
ら
れ
る
期
た
と
え
ば
三
年
度
の
と
き
は
九

O
円
〉

聞
は
、
原
則
と

こ

ん

ご

は

手

数

料

が

い

る

と

な
る
等

し
て
最

近

の

三

の

例

外

が

年
聞
に
限
ら
れ

納

税

証

明

の

手

続

な

ど

変

る

あ
り
ま
す

て
い
ま
す
。

魚

津

税

務

署

乙

の

手

。
納
付
す
べ

き

数

料

は

納

税
額
、
納
付
し
た
税
額
、
未
納
の
税
税
証
明
請
求
書
に
手
数
料
と
し
て
納
付

額

、

法

定

納

期

限

す

る
金
額
の
収
入
印
紙
を
は
っ
て
消
印

。
所
得
金
額
、
法
人
税
額
か
ら
控
除
さ
せ
ず
に
納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

れ
る
所
得
税
額
、
地
方
税
額
を
算
出
す
。

す

る

た

め

に

必

要

な

も

の

ま

た

、

乙

の

証
明
書
の
用
紙
は
税
務

。
保
全
差
押
の

金

額

署

に

備

え

て

あ

り

ま

す

か

ら

必

要

な

方

〈
〉
滞
納
処
分
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
こ
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

を
し
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

右
の
引
換
申
請
を
な
さ
る
万
は
、
旧

海
技
免
状
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
水
族
館

内
、
水
産
係
ま
で
お
い
で
願
い
ま
す
。

な
お
今
後
は
五
ト
ン
以
上
の
船
舶
は

海
技
免
状
所
有
者
の
船
長
を
必
.裂
と
す

る
の
で
(
機
関
長
は
四

O
馬
力
以
上
〉

放
棄
さ
れ
る
こ
と
な
く
申
請
さ
れ
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
c

世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス

l
二
月
一
日
現
在
で

l

O
二
月

一
日
か
ら
農
業
の
国
勢
調
査
と

も
い
う
べ
き

一
九
六

O
年
世
界
農
林

業
セ
ン
サ
ス
の
本
調
査
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

。
農
林
業
を
仰
は
し
農
家
の
く
ら
し
を

よ
く
し
明
る
い
鹿
山
村
を
築
く
た
め

の
統
計
を
つ
く
る
十
年
に

一
回
の
調

査
で
す
。

O
調
査
員
の
お
訪
ね
す
る
時
間
は
、
平

均
四
、

五
十
分
、
長
く
て
一
時
間
半

ぐ
ら
い
で
す
か
ら
調
査
員
の
万
に
ご

協
力
闘
い
ま
す
。

-刑
務
を
基
点
と
す
る
林
道
古
胞
熊
線
が

開
通
さ
れ
た
腕
に
は
角
川
流
域
と
早
月

川
流
域
を
結
ぶ
・
循
環

道
路
と
な
り
ま

す
。
そ
れ
を
.更
に
池
の
原
、
坪
野
を
経

て
大
谷
地
域
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、

か
ね
て
念
願
と
す
る
市
街
地
を
含
め
た

大
循
環
道
路
と
し
て
、
観
光
的
に
き
わ

め
て
彊
裂
な
役
割
を
果
す
乙
と
に
な
り

ま
す
。

(
写
真

山
あ
い
を
ぬ
っ
て

つ
く
ら
れ

た
虎
谷
林
道
)

-ju、よ
ソ .J - 、町
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二
月
四
日
は
節
分
¥
五
目
立
春
。
き

)
-
び
し
い
寒
さ
の
う
ち
に
も
こ
の
こ
と
ば

2
一
を
聞
く
左
な
、ん
と
な
く
明
る
い
気
持
に

〈
一
な
り
、
わ
ず
か
ず
つ
日
あ
し
も
の
び
て

一く
る
。
梅
の
つ
ぼ
み
も
ふ
.く
ら
む
。
乙

一
の
月
は
春
へ
近
か
よ
る
準
備
の
月
で

『
す
。
ま
た
二
月
は
逃
げ
る
と
も
い
わ
れ

る
む
や
が
て
そ
れ
ぞ
れ
の
入
学
試
験
も

は
じ
ま
る
。
そ
の
心
く
ば
り
に
も
か
か

り
ま
し
ょ
う
。

は
冬
物
の
買
い
ど
き
で
す
。

× 

× 

× 

× 

報広

成
人
病
と
そ
の
予
防

市

成
人
病
と
い
う
の
は
、
四
十
才
以
上

の
働
き
盛
り
に
多
い
慢
性
の
病
気
で
、

と
く
に
死
亡
率
の
高
い
高
血
圧
、
ガ
ン

心
ぞ
う
病
の
乙
と
を
い
い
ま
す
。
最
近

と
・れ
ら
の
病
気
に
よ
る
死
古
が
、
国
民

病
と
い
わ
れ
た
結
核
に
代
“わ
っ
て
高
位

一

を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

一

ち
な
み
に
統
計
を
み
ま
す
と
、
わ
が
国

一

で
は
、
高
血
圧
で
は
四
分
に
一
人
、
ガ

一

ン
で
は
六
分
仁

一
人
、
心
ぞ
う
病
で
は

一

八
分
に
一
人
の
割
合
で
死
亡
し
て
い
ま

一

一す
)

一

一
す
べ
て
病
気
は
早
く
発
見
し
て
、
早

一

一
く
治
療
す
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す

一

一
が
、
と
く
に
成
人
病
は
こ
の
こ
と
が
大

一

一
切
で
す
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
発
見
が
む

一

~汀
一
ず
か
し
か
っ
た
り
、

2

ま
た
早
く
み
つ
け

一

発

一
な
い
と
処
置
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が

一

日
一
あ
る
か
ら
で
す
。
壮
年
期
の
人
た
ち
は

一

1
一
家
庭
の
柱
で
あ
り
、
社
会
生
活
の
上
で

一

月
一
も
中
心
的
存
在
で
あ
る
の
で
、
少
し
ぐ

一

2
一
ら
い
身
体
に
故
障
が
あ
っ
て
も
、
我
慢

一

年

一
し
て
仕
事
に
熱
中
す
る
た
め
、
発
見
が

一

お
一

お
く
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
だ
け
治

一

和
一
療
に

手
間
ど
る
乙
と
に
な
る
わ
け
で

一

昭
一
す
。

一

一

自
分
の
血
圧
や
心
ぞ
う
の
働
き
が
ど

一

〉
一
う
で
あ
る
か
、
ま
た
宵
の
ぐ
あ
い
な
ど

一

口す

一
に
つ
い
て
、
あ
る
時
期
に
検
資
し
て
も

一

印
一

ら
う
必
要
が
あ

P
ま
し
ょ
う
。
異
常
が

一

円
引
一
な
け
れ
ば
安
心
し
て
力

一
杯
働
く
こ
と

。
一
が
で
き
ま
す
し
、
も
し
悪
い
と
こ
ろ
が

あ
れ
ば
早
自
に
手
当
を
し
て
も
ら
う
こ

津魚

× 
婦
人
の

教
養
を
高

め
る
目
的

で
去
る
一

月
中
旬
か

ら
婦
人
学

級
を
ひ
ら

き
ま
し
た

が
、
二
月

以
降
の
日

程
は
次
の

と
お
り
、

O
片
貝
婦

入
学
級

五
日
H

農
事
講

話
、
二

七
日
日

青
少
年

問
題
、

三
月
五

の
で
す
。× 

× 

× 

、王
乙
の
月
か
ら
三
月
に
か
け

L
i
て
一
年
中
で
火
災
の
い
ち
ば

ん
多
い
月
で
す
。
空
気
が
乾
燥
し
て
い

て
思
わ
ぬ
大
火
に
な
る
。
ふ
だ
ん
の
注

意
が
た
い
せ
つ
芯
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が、

家
の
中
を
い
つ
も
整
理
し
て
お
く

の
も
か
ん
要
で
す
。
官
重
品

を
と
り
ま
と
め
る
か
、
あ
る

い
は
分
散
さ
せ
る
か
、
い
ず

れ
に
し
て
も
所
在
を
い
つ
も

t
i--T

は
っ
き
り
さ
せ
て
お
き
た
い

b
E
一
も
の
で
す
。

窓
際
に
ハ
チ
植
の
花
な
ど

い
か
が
で
す
か
。
陰
う
つ
な

冬
か
ら
春
を
待
つ
の
に
、
切
花
な
ど
よ

り
回
分
で
手
が
け
る
パ
チ
摘
の
面
ど
う

を
見
る
の
も
よ
い
も
の
で
す
。

外
に
あ
る
庭
木
に
は
寒
肥
を
や
る
季

節
で
す
。
い
ま
は
化
学
肥
料
が
か
ん
た

ん
に
入
る
し
、
施
肥
法
も
む
ず
か
し
く

な
い
。

春
か
ら
先
の
こ
と
を
た
の
し
み

に
・
•.•••..... 

・0

一

選
挙
や
政
治
に
つ
い
て
は
い
ろ
い

一

一
ろ
な
批
判
も
あ
り
、
身
近
で
も
惑
じ

…

…
て
い
到
乙
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

一

一が、

実
際
に
な
る
と
必
ず
し
も
公
月

…

…
選
挙
が
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
の
百

一

一
す
。
こ
れ
は
ど
う
し
た
こ
と
で
し
ょ

一

…
う
か
。
「
話
し
あ
い
」
は
そ
う
い
っ

一

一
た
い
ろ
い
ろ
な
不
満
や
要
求
を
出
し

一

~
公
明
選
挙
の
た
め
の
…

.

話

し

合

い

一

…
あ
い
、
政
治
を
よ
く
し
て
い
く
い
ち

一

一
ば
ん
て
っ
と
り
早
く
宵
幼
な
方
法
企

…

…
き
が
し
出
し
て
い
こ
う
と
い
う
厄
劃

一

一
で
す
。

…

魚
津
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

一

一
婦
人
学
級
を
利
用
し
て

「
映
画
と
話
…

…
し
合
い
」
に
よ
っ
て
こ
の
辺
型
を
一

一

一
歩
一
歩
す
す
め
て
い
ま
す
。

4

日
H
料
即
講
習

。
四
布
施
婦
人
学
級

二
O
日
H
家
雌
教
育
、
二
七
日
H
栄

養
料
理
(
実
習
)
、三
月
五
日
H
農
業

講
座

。
松
倉
婦
人
学
級

一
日
日
農
事
講
話
、
一
五
日
H

生
活

改
替
、
二
O
日
H
音
楽

。
加
積
婦
人
学
級

一
五
日
日
婦
人
と
教
育
、
三
月
三
日

日
し
ん
き
ろ
う
踊
り

。
天
神
婦
人
学
級

三
日
H
机
法
に
つ
い
て
、
四
日
H
政

治
講
峰
、
一
九
日
H
背
楽
、
二
六
日

H
農
事
講
話

。
道
下
婦
人
学
級

八
日
H
子
供
の
し
か
り
万
ほ
め
方
、

九
日
H
栄
養
料
理
、
一

O
日
リ
映
岡

(
あ
ぶ
な
い
年
ご
ろ
)
と
話
し
あ
い

一
一
日
リ
政
治
議
峰
、
二
一
日
日
映

画
(
家
庭
と
老
人
)
と
話
し
あ
い

。
下
中
島
婦
人
学
級

一
五
日
H
青
少
年
問
題
、
二
五
日
H

環
境
衛
生
、
三
月
三
日
H
新
生
活
運

農
村
青
少
年
ク
ラ
ブ

研

究

実

績

発

表

会

|
内
容
の
充
実
が
み
ら
れ
る
|

市
内
農
村
青
少
年
ク
ラ
プ
研
究
実
績

発
表
会
は
、
去
る
二
十
三
日
北
山
鉱
泉

で
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
が
、
研
究
発
表
に

つ
い
て
農
業
指
導
所
に
そ
の
概
略
に
つ

い
て
き
い
て
み
ま
し
た

0

・

今
回
の
発
表
は
七
名
で
昨
年
に
比
べ

少
な
か
っ
た
が
、
内
容
の
充
実
が
み
ら

れ
、
水
稲
単
作
地
の
経
営
改
善
の
実
績

が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

と
く
に
松
倉
4
H
ク
の
政
二
文
男
君

(秀
賞
〉
の
爽
エ
ン
ド
ウ
の
研
究
は
、

種
子
を
温
湯
処
理
し
て
十
四
日
も
早
播

き
し
、
販
売
を
八
日
間
も
早
く
し
て
収

入
を
増
し
て
い
ま
す
y
ま
た
改
善
区
に

は
窒
素
肥
料
を
ひ
か
え
て
堆
肥
、下
肥
、

化
学
肥
料
と
し
て
、
カ
リ
、
燐
酸
だ
け

で
改
善
し
て
反
当
り
四
二
、
五

O
O円

も
増
収
を
得
て
い
ま
す
。

天
神
4
H
ク
の
関
口
豊
示
君
(優
賞
)

は
、
水
稲
の
胤
肥
と
し

τ化
成
肥
料
と

前
肥
の
比
較
、
追
肥
の
時
期
、
民
酸
の

効
果
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
た
が
、

当
市

動
、
一

O
H
H政
治
講
凶

。
下
野
万
婦
人
学
級

二
日
H
肖
少
年
問
題
、
八
日
H
栄
養

教
室
、
二
一
日
H
政
治
講
段
、

二
ハ

日
H
時
事
問
題

。
経
団
婦
人
学
級

三
日
H
女
性
と
保
健
、
六
日
日
新
生

活
運
動
小
映
画
)
一
三
日
H
市
政
お

よ
び
地
区
の
社
会
教
育

。
上
野
方
婦
人
学
級

一
五
日
日
社
会
情
勢
、
こ
れ
か
ら
の

農
村
婦
人
の
く
ら
し
方
、

二
ハ
日
H

政
治
講
崎
、
稲
の
生
理
、

一
七
日
H

農
協
の
現
出
、
ア
メ
リ
カ
か
け
あ
る

く
記
、

一
八
日

H
Y一
れ
か
ら
の
農
業

の
進
め
方
、
家
畜
の
飼
育
管
理
、
一

九
日
日
稲
の
施
肥
、
日
本
農
業
の
現

況
と
今
後
の
進
み
万
、
二

O
日
H
園

芸
作
物
の
栽
培
、
有
色
野
菜
の
料
理

場
所
は
小
学
校
お
よ
び
公
民
館
で
、
時

間
は
い
す
れ
も
午
後
二
時
か
ら
四
時
ま

で
行
い
ま
す
。

た
だ
し
上
野
方
は
午
前
と
午
後
の
二

回
行
い
ま
す
。

研究実 績 発表会

の
洪
積
主
壌
で
は
、
初
期
生
育
お
よ
び

倒
伏
が
関
係
す
る
の
で
当
を
得
た
研
究

と
み
ま
し
た
。

松
倉
4
H
ク
の
森
哲
男
君
(
優
賞
〉

の
馬
鈴
薯
の
促
成
栽
培
で
は
、

三
月
早

々
混
床
芽
出
し
を
し
て
十
日
も
早
く
、

五
月
二
十
七
日
収
穫
、
普
通
慣
行
区
よ

り
反
当
り
四
、

0
0
0円
の
増
収
を
得

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
芽
出
し
馨
の
定

植
は
、
芽
が
四
|
五
寸
の
と
き
と
あ
っ

た
が
、
植
傷
み
が
な
か
っ
た
か
、
土
壌

の
通
気
が
ど
う
な
っ
て
い
た
か
相
当
問

題
を
残
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

松
倉
4
H
ク
石
橋
義
雄
君
(
良
質
)

の
養
鶏
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
育
雛

か
ら
始
め
て
採
卵
、

養
鶏
を
行
っ
た
が

飼
料
の
自
給
に
重
点
を
お
か
れ
た
点
が

お
も
し
ろ
か
っ
た
。
た
だ
育
雛
率
が
八

三
パ
l
セ
ン
下
で
あ
り
、
現
在
(
一
月
)

産
卵
率
四

O
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
と
あ
っ

た
が
、
学
校
卒
業
直
後
で
あ
り
今
後

一

層
の
研
究
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

土
地
改
良
効
果
で
は
、
松
倉
4
H
ク

林
六
右
衛
門
君
(
良
賞
)
の
暗
渠
排
水

後
の
水
稲
培
収
効
果
に
つ
い
て
は
、
そ

の
成
績
が
七
パ
ー
セ
ン
ト
も
増
収
し
、

作
業
が
省
力
化
さ
れ
る
乙
と
、
と
く
に

に
窒
素
肥
料
を
三
l
四
年
減
ず
る
必
要

が
あ
る
乙
と
を
発
表
さ
れ

一
般
の
関
心

を
ひ
き
ま
し
た
。

?有

お
A
」

を

コ

椎茸ほだ木と種菌のあっ旋

の
実
施

と
が
長
生
き
の
コ
ツ
だ
と
い
え
ま
し
ょ

内
J

。成
人
病
の
柑
談
は
、
ど
こ
の
お
医
者

さ
ん
で
も
応
じ
て
く
れ
ま
す
が
、
国
立

病
院
や
保
健
所
の
中
に
は
、
乙
の
方
面

に
大
変
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
ず
か
ら
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

厚
生
省
で
は
二
月
下
旬
に
「
成
人
病

予
防
週
間
」

と
名
づ
け
て
そ
の
普
及
に

つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

(
「
広
報
研
究
」
よ
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〉

椎
茸
栽
情
熱
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最
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で
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刷
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な
く
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た
く
し
た

一

定
期
種
痘
接
種
は
校
下
ど
色
に
次
の

ち
の
日
常
生
活
と
切
離

一
日
程
で
行
い
ま
す
。
該
当
者
は
入
学
児

せ
な
い
存
在
と
な
っ
て

一
輩

〈
乙
と
し
の
四
月
小
学
校
入
学
予
定

お
り
ま
す
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普
及
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小
学
校
卒
業
児
童
(
乙
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三

の
た
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恥
か
木
(
菌
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一
月
小
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校
卒
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予
定
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〉

で
接
種
と
検

植
付
の
終
っ
た
も
の
)

一診
を
そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
で
受
け
て
く

と
種
菌
、
打
込
器
の
あ

一
だ
き
い
。

つ
旋
を
毎
年
行
っ
て
お

一
校

下
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接

種
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望
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方
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困
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ま
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で
材
質
は
杉
板
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凶
剤
が
塗
っ
て
あ
二
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ど
連
絡
く
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さ
い
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ふ
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が
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方
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迷
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五
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円
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図
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時
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付
い
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よ
い
き

一
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劇

や

音

楽

発

表

な

ど
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川
崎
錦
町
山
間
前
れ
印
刷
一
一
一
間
一

市
で
は
次
の
よ
う
な
ゴ
ミ
箱
を
あ
つ

一

魚
開
市
連
肯
で
は
、
平
紫
、
支
部
や
二
献
サ
ー
ビ
ス
網
を
つ
く
っ
て
い
ま

一

旋
し
ま
す
の
で
、
購
入
希
望
さ
れ
る
万

一校
下
問
で
活
動
し
あ
っ
た
吃
と
を
発
表

一一
す。

は
二
十

一し
あ
い
、
親
肱
を
深
め
な
カ
ら
研

JF
レ
工
本
館
に
な
い
文
献
資
料
(
小
説
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守

肘

一階

説

辺

約

一

一

間

終
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引
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外
〉
で
も
要
求
が
あ
れ
ば
、
送
料
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一

険
衛
生

一校
で
行
い
ま
す
u

一一
用
者
負
担
で
、
全
国
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ど
乙
の
図
書
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課
ヘ
ド

一ム
演

劇

一-
舘
か
ら
で
も
と
り
ょ
せ
る
こ
と
か
で
一

込
ん
で

切
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音
楽
H
合
唱
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奏
、郷
土
民
謡

一一
き
ま
す
。

一

く

だ

さ

川

一
ム
意
見
発
表

一ι

図
書
館
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知
識
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ダ
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で

一

い。

礼

一ム
展
覧
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美
術
、

書
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、
工
芸
、
写
真

一一
す
。
あ
な
た
の
あ
ら
ゆ
る
疑
問
、
質

一

ゴ
ミ
箱

一

改
良
衣
、
創
作
展

一一
間
に
図
書
舘
の
「
調
査
相
談
係
」
を

一

の
大
者

一

申
込
み
は
七
日
ま
で
市
連
育
事
務
局

一一
ご
利
用
下
さ
い
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へ
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書
館
内
〉
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一申込みは15日まで-

寄

付

一
三
、
二
二
八
円
村
木
光
妙
寺

河

合

義

孝
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O
O
O円
匿

名

五
O
七

円

村

木

紙

尾

重

松

四

二

三

円

友

道

島

田

春

夫

い
ず
れ
も
社
会
福
紐
援
護
金
と
し
て

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
寄
付

一O
、
0
0
0円

友
道
杉
野
ク
リ
ー
ナ
ー
製
作
所

杉

野

林

平

一
、
五
O
O円
下

新

町

稲

垣
き
よ

衣
類
一
梱
富
山
市
大
沢
鉄
工
所

魚
津
高
校
野
球
部

後
援
会
か
ら

甲
子
園
大
会
決
算
に

つ
い
て

昨
年
八
月
甲
子
園
出
場

の
際
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

よ
り
絶
大
な
ど
声
優
を
賜

り
、
且
つ
多
額
の
拠
金
を

恭
う
し
感
謝
に
た
え
ま
せ

ん
。
お
陰
織
で
二
回
出
場
の
栄
誉
を
に

な
い
、
い
よ
い
よ
名
声
を
全
国
に
と
ど

ろ
か
す
好
機
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
も

桁
別
の
ど
康
助
を
お
願
い
し
ま
ず
。

な
お
昨
年
の
決
算
報
告
は
遅
れ
て
申

訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
に
紙
上
掲
載
を

も
っ
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
乙
の
ほ
か
昨
年
十
二
月
三
十

一
日
現
在
の
一
般
会
計
銭
高
は
、
七
三

四、

三
O
五
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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五

0
0

利

息

そ

の

他

二

、

五

六

五

合

計

一

、

四

七

O
、
七
七

O
円

(

支

出

〉

野
球
部
・

応
援
部
後
援
費

四
三
九
、
五

O
O円

選
手
シ
ャ
ツ
代
七
一

、
九
六
O

宮

武

氏

謝

机

六

O
、
0
0
0

選
手
記
念
品

三
九
、
二
二

O

一
般
応
媛
団
汽
車
賃
補
助
、
入
場
券
、

宿

泊

費

等

一

七

、

五

二

七

人
夫
賃
、
謝
私

一
六
、
八
九

O

広
告
料
、
通
信
費
二
一
、
二
四
九

立
幕
、

青
竹

代

一

一

、

二

五

O

雑

費

一

八

、

七

四

七

合

計

六

八

七

、

三

四

三

円

差
引
残

高

七

八
三、

四
二
七
円


